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彩
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移
ろ
い
ゆ
く
色
・
黄
色 

 

今
回
は
土
用
の
季
節
と
共
鳴
す
る
黄
色
に
つ
い
て
、
陰
陽

五
行
の
胃
・
脾
臓
系
と
の
関
係
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

信
号
機
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
黄
色
は
移
ろ
い
の
色
で
あ

り
、
変
化
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
椅
子
に
黄
色
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

回
転
率
（
稼
働
率
）
を
良
く
す
る
た
め
で
、
理
由
は
黄
色
を
用

い
る
こ
と
で
落
ち
着
き
を
無
く
さ
せ
、
長
居
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
し
ょ
う
。工
事
中
の
看
板
に
黄
色
が
使
わ
れ
る
の
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
ま
せ
ん
よ
！
と
い
う
意
味
合
い
や
注
意
喚

起
を
促
し
て
い
ま
す
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に
も
同
じ
意
味
が

あ
り
ま
す
。 

 胃
と
脾
臓
と
共
鳴
す
る
黄
色 

 

黄
色
と
共
鳴
す
る
臓
器
は
胃
と
脾
臓
の
経
絡
で
す
。
脾
臓

は
現
代
医
学
で
は
す
い
臓
に
あ
た
り
、
色
は
黄
色
で
す
。
手

足
や
顔
色
が
黄
色
く
な
っ
て
き
た
ら
、
胃
と
す
い
臓
が
疲
れ

て
き
た
危
険
信
号
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
胃
弱
の
方
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
き
ま
ぐ

れ
で
、
あ
き
っ
ぽ
い
性
格
で
す
。
移
り
気
が
は
げ
し
く
、
一

つ
の
物
事
を
継
続
す
る
力
が
弱
く
、
長
続
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ

に
新
し
い
健
康
法
や
新
商
品
に
飛
び
着
く
が
、
す
ぐ
に
飽
き

て
新
し
い
も
の
に
意
識
が
移
る
と
い
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

他
者
に
依
存
的
な
性
格
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

陰
陽
五
行
の
季
節
で
は
土
用
に
あ
た
り
ま
す
。
土
用
と
は 

季
節
の
移
行
期
間
で
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
の 

約
一
八
日
間
を
さ
し
て
い
ま
す
。
陰
陽
の
気
が
安
定
せ
ず
、 

      

心
身
の
不
安
定
さ
か
ら
自
己
否
定
的
に
な
っ
て
落
ち
込
ん
だ

り
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
食
傾
向
や
、

甘
い
も
の
が
無
性
に
食
べ
た
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
は
三
六

五
日
食
べ
て
も
飽
き
が
来
な
い
中
心
軸
を
据
え
る
食
べ
方
が

重
要
で
す
。 

 

黄
色
い
食
べ
物
の
効
用 

 
 

そ
れ
が
ご
は
ん
、
味
噌
汁
、
漬
物
で
す
。
軸
が
ブ
レ
や
す

く
、
不
安
や
心
配
、
取
り
越
し
苦
労
、
持
ち
越
し
苦
労
、
考

え
事
が
多
く
、
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
中
心

軸
と
な
る
食
べ
物
を
摂
る
こ
と
で
体
調
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
お
か
ず
を
減
ら
し
、
一
汁
一
菜
と
い
っ

た
素
食
に
す
る
こ
と
で
調
子
が
戻
り
ま
す
。 

ま
た
、
黄
色
は
消
化
器
系
や
神
経
系
に
影
響
を
与
え
る
の

で
、
黄
色
く
て
甘
み
の
あ
る
カ
ボ
チ
ャ
や
と
う
も
ろ
こ
し
、

さ
つ
ま
い
も
、栗
と
い
っ
た
食
材
を
甘
み
と
し
て
用
い
る
と
、

甘
い
も
の
へ
の
欲
求
が
減
り
、
気
分
も
安
定
し
ま
す
。 

し
か
し
、
同
じ
黄
色
い
食
べ
物
で
も
黄
身
の
あ
る
卵
を
食

べ
過
ぎ
る
と
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
六
百
人
の
知
的
障
害
児
の
食
事
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
が
卵
好
き

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
重
度
の
知
的
障
害
児
の
中
に
は
一
日

に
卵
を
六
個
以
上
食
べ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
卵

の
親
で
あ
る
ニ
ワ
ト
リ
に
落
ち
着
き
が
な
い
よ
う
に
、
人
間

も
ま
た
、
プ
リ
ン
体
の
多
い
卵
を
食
べ
過
ぎ
る
と
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
や
す
い
よ

う
で
す
。
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
プ
リ
ン
な
ど
の
卵
製
品
の
食

べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

身
近
に
あ
る
黄
色
に
込
め
ら
れ
た
意
味 

 

映
画
「
幸
せ
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
に
見
ら
れ
る
様
に
黄

色
に
は
、
希
望
や
幸
福
、
金
運
、
改
革
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。風
水
で
は
黄
色
は
金
運
ア
ッ
プ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

黄
色
が
光
輝
い
た
色
で
あ
る
金
色
は
、
高
級
感
や
豊
か
さ
を

表
す
色
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
は
Ｖ

Ｉ
Ｐ
カ
ー
ド
で
す
し
、
金
箔
を
貼
っ
た
仏
像
は
極
楽
浄
土
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま
す
。 

 癒
し
の
三
原
色
の
応
用 

 
 

 

そ
し
て
、
黄
色
に
落
ち
着
き
と
い
う
働
き
が
加
わ
っ
た
の

が
ベ
ー
ジ
ュ
で
す
。
ベ
ー
ジ
ュ
と
白
と
緑
は
癒
し
の
三
原
色

と
呼
ば
れ
、
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
心
身
に
落
ち
着
き

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
土
壁
や
柱
、
畳
と
い

っ
た
ベ
ー
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
た
古
民
家
に
い
る
と
落
ち
着
く

の
は
、
ベ
ー
ジ
ュ
に
漆
喰
や
障
子
、
ふ
す
ま
の
白
色
、
庭
木

の
緑
が
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
食
べ
物
で

は
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
玄
米
と
味
噌
汁
、
漬
物
に
塩
（
白
）
と
青

菜
（
緑
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
強
す
ぎ
る
黄
色
の
緩
衝
材
と

な
る
色
が
緑
（
青
）
で
す
。
菜
の
花
や
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
に

緑
が
添
え
ら
れ
る
と
美
し
く
な
り
ま
す
。
卵
に
ニ
ラ
や
ネ
ギ

の
緑
を
添
え
て
ニ
ラ
玉
、
ネ
ギ
玉
に
す
る
と
精
神
安
定
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
黄
色
み
の
あ
る
ラ
ー
メ
ン
や
味
噌
汁
に

は
ネ
ギ
を
、
茶
碗
蒸
し
に
は
三
つ
葉
を
、
卵
焼
き
に
は
パ
セ

リ
を
、
と
ん
か
つ
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
添
え
る
と
見
栄
え
が
良

く
な
り
ま
す
。 

漢
方
薬
で
は
高
麗
人
参
、
金
時
生
姜
の
よ
う
な
黄
色
味
を

持
つ
生
薬
が
胃
腸
の
強
化
に
用
い
ら
れ
、
日
本
で
は
黄
色
い

花
が
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
の
根
の
お
茶
や
エ
キ
ス
が
胃
腸
薬
と
し

て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
土
用
の
時
期
は
、
黄
金
色
の
太

陽
の
光
を
浴
び
、
幸
せ
感
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 
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「陰陽五行」とは、「陰・陽」のエネルギーと「木」「火」「土」「金」「水」という五つの要素を、

森羅万象にあてはめて、世の中の出来事や体、心など状態を測るものさしです。陰陽五行が理解で

きると世界観が変わってきます。 

政治経済から心身の健康に至るまで、私たちは常に不安や悩みと直面しています。しかし、「陰

陽五行」を物の見方・考え方を暮らしの中に活用すれば、解決の糸口がみつかります。 

古くて新しい先人の智慧を身につけ健やかな人生を送りましょう！ 

 

暮らしに陰陽五行を活用しよう！  

暮らしに活かす陰陽五行講座 

全6巻 17,496 円（税込） 

【セット内容】ＣＤ全 6巻  

特典ＣＤ付（非売品） 

太極図、五臓の色体表 

マワリテメクル小宇宙 

販売価格：1944 円（税込） 

 

 

ＣＤ内容（各 3枚組） 

第 1回 肝・胆のう系の望診  自立神経のトラブル 怒り・ストレス・頑固性格の改善法  

第 2回 心・小腸系の望診  循環器系のトラブル 興奮・焦りの性格の改善法 

第 3回 胃・脾臓系の望診  免疫系のトラブル  不安・心配性の性格の改善用法 

第 4回 肺・大腸系の望診   リンパ系のトラブル  悲しみ・悲観的な性格の改善法  

第 5回 腎・膀胱系の望診  内分泌系のトラブル 恐怖・引きこもりの性格の改善法 

第 6回 応用編   相生・相克の考え方に学ぶ 茶の湯・懐石・色彩・風水にみる陰陽五行 

 

内容（一部紹介） 

例：肝の場合 

・肝に配当されるもの（季節、時間帯、色、味、匂い、顔のパーツ、体のパーツ、感情） 

・肝が弱ったときの状態 

・肝を弱める食べもの 

・肝をよくする食材、料理、飲み物、心の在り方、生活法 

「木＝肝（肝臓・胆嚢系）、火＝心（心臓;小腸系）、土＝脾（胃・膵臓系）、金＝肺（肺・大腸

系）、水＝腎（腎臓・膀胱・生殖器系）」の特徴がわかり、それそれを弱める食事やよくする食

事などを詳しく知ることができます。  

五行UKIUKIシート 

700 円（税込） 

サイズ：Ａ2（横 420×縦 592 ミリ）  

 

陰陽五行の流れが一目でわかるシートです。可愛いイラスト入りで、各臓

器に配当する季節や色、味、匂い、顔のパーツ、体のパーツ、感情、料理

法、食材などが五つの臓器ごとに描かれています。冷蔵庫など目につきや

すい所に貼っておけば、五行の考え方を楽に身につけることができます。  

 

陰陽の五行を暮らしに活かす方法を詳しく解説！ 

基礎編では、季節毎に出やすい体の症状や感情、おすすめの食薬、生

活法を詳しく解説。発展編・応用編・生活編では相生・相克について、

陰陽五行の活用法（色彩心理、風水、体質・性格診断など）など日常生活に

使える情報が満載！陰陽五行を学びたい肩におすすめです。 

自然哲学思想の五行を暮らしに活かす方法がつまったＣＤです。  

五行と性格との関係、各季節に気を付けたいことなど すぐにつかえる内容

となっています。ムスビの会から出ている書籍「マワリテメクル小宇宙」を

読みながら聞いて頂くことで、陰陽五行について、一層理解が深まります。 

主な内容 
第 1章 陰陽五行の基礎編 

（陰陽・五行について、季節毎のエネルギーの流れや気を取り入れる食べ物ほか） 

第 2章 陰陽五行の発展編 
（相生・相克につて、五行と色彩感覚、五行と風水、体質の診断法、五行による性格診断ほか） 

第 3章 陰陽五行の応用編  
（五行と色彩感覚、五行と風水、体質の診断法、五行による性格診断ほか） 

第 4章 陰陽五行の生活編 
（生活の中に見る五行、五行と身土不二、陰陽五行と宇宙生理学） 

 

ムスビの会 人気商品！ 


